
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2025 年 5 月 25 日7 第 2287 号

5月28日　
～6月6日

５
月
２８
日
（
水
）

共
済
セ
ミ
ナ
ー
１９
時
３０
分
。

文
化
部
会
１９
時
３０
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

５
月
３０
日
（
金
）

鎌
倉
支
部
総
会
・
記
念
講
演

１９
時
。

５
月
３１
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

６
月
２
日
（
月
）

時
局
講
演
会
１９
時
３０
分
。

６
月
３
日
（
火
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

新
漢
方
研
究
会
１９
時
１５
分
。

６
月
４
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０
分
。

６
月
５
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

６
月
６
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
保
険

診
療
対
策
部
会
２０
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
２
０
２
５
年
６
月
１
日
か

ら
、
自
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

施
設
基
準
に
関
す
る
掲
載
が
必

要
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
内
容
が
必
要
で
す
か
。

（
Ａ
）
①
届
け
出
て
い
る
点
数
の

名
称
、
②
明
細
書
の
発
行
状
況

に
関
す
る
事
項
、
③
保
険
外
負

担
に
関
す
る
事
項
（
保
険
外
併

用
療
養
費
含
む
）
、
④
各
点
数

の
施
設
基
準
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
院
内
掲
示
と
同
内
容
の
事

項
、
⑤
（
入
院
の
み
）
入
院
基
本

料
に
関
す
る
事
項
（
看
護
要
員

の
対
患
者
割
合
、
看
護
要
員
の

構
成
）
、
⑥
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
算
定
病
院

の
場
合
）
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
で

あ
る
こ
と
―
の
掲
載
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
の

「
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
掲

示
義
務
に
つ
い
て
（
院
内
・
Ｗ

Ｅ
Ｂ
）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
診
療
情
報
等
連
携
共
有
料

１
（
情
共
１
）
は
保
険
医
療
機

関
ま
た
は
保
険
薬
局
に
診
療
情

報
照
会
し
た
時
に
算
定
で
き
る

点
数
か
と
思
い
ま
す
が
、
相
手

方
か
ら
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い

と
算
定
で
き
な
い
点
数
で
す
か
。

（
Ａ
）
情
共
１
は
、
当
該
患
者
の

同
意
を
得
て
別
の
医
科
保
険
医

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
、
当

該
患
者
の
診
療
情
報
等
の
提
供

を
文
書
等
（
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ

る
も
の
を
含
む
）
に
よ
り
求
め

た
場
合
に
算
定
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
返
事
を
待
た
ず
し
て

「
求
め
た
段
階
で
」
算
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
診
療
情
報

等
連
携
共
有
料
に
つ
い
て
は
、

書
籍
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究

２
０
２
４
年
６
月
版
』
の
３７
～

３８
頁
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
近
藤
　
暁
氏（
平
塚
市
）

　

３
月
３０
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
１
０
０
歳
。

○医
多
田
　
靖
氏

�

（
川
崎
市
高
津
区
）

　

４
月
１６
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
９１
歳
。

訃　

報

　厚労省が4月25日付で、医療DX推進体制整備加算（医DX）に関する疑義解釈を発

出した。ご不明な点は協会・保険診療対策部または歯科保険診療対策部まで。

〈計算方法〉
�・�例えば、令和7年4月適用分については、令和7年3月に社会保険診療報酬支払基金から通知された、

　令和6年11月から令和7年1月までのマイナ保険証利用率について、以下の計算式により計算し、補正することが可能。

補正後の「レセプト件数ベースマイナ保険証利用率」(新)(％)
＝社会保険診療報酬支払基金が通知したマイナ保険証利用率(％)※　＋　当該月の在宅医療DX情報活用加算1・2の総算定回数　×100�(％)　　　　　
　　　　　　　　　(※)利用者数÷外来レセプト件数×100により算定。　　　　　　　　　　　　　外来レセプト件数

【医療DX推進体制整備加算】
質問 回答

1

　医療DX推進体制整備加算の施設基準の1つであるマイナ

保険証利用率は、原則として「医療DX推進体制整備加算を

算定する月の3月前のレセプト件数ベースマイナ保険証利用

率（同月におけるマイナ保険証利用者数を、同月の患者数

で除した割合であって、社会保険診療報酬支払基金から報

告されるものをいう）」を使用することとされている。当該

利用率には通常の外来患者がマイナ保険証を利用した場合

のみが反映されているが、在宅患者がマイナ保険証を利用

した場合はどのように対応すべきか。�

　令和7年4月から同年9月の間の加算区分の判定にあたっては、令和7年4月までの実績に限り、社会保険

診療報酬支払基金が各医療機関に通知するレセプト件数ベースマイナ保険証利用率に、同月における在宅

患者訪問診療料及び在宅がん医療総合診療料（歯科医療機関の場合は、歯科訪問診療料)に係る在宅医療

DX情報活用加算1・2の総算定回数を、同月の外来レセプト件数(社会保険診療報酬支払基金が通知する「外

来レセプト件数」）で除した割合を加えることにより補正した値を、レセプト件数ベースマイナ保険証利

用率として使用しても差し支えない。

　なお、令和7年5月以降の実績については、居宅同意取得型のオンライン資格確認によるマイナ保険証利

用件数が社会保険診療報酬支払基金から通知するマイナ保険証利用率集計に含まれるよう対応予定である

ため、このような補正は行わないこととなる。

疑義解釈

無
謀
な
医
者
の
物
語  
第
２
回

新
米
時
代
と
地
域
活
動

横浜市保土ケ谷区　益田　總子

　

１
９
７
０
年
当
時
の
産
前
・
産

後
６
週
間
ず
つ
の
産
休
の
あ
と

は
、
患
者
さ
ん
を
診
る
生
活
に
な

っ
た
。
小
児
科
の
患
者
さ
ん
は
、

パ
ラ
パ
ラ
と
し
か
来
な
い
。
新
米

の
医
者
の
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ド
キ
ド
キ
の

期
間
が
過
ぎ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
肝

が
す
わ
っ
て
、
や
っ
と
形
が
つ
い

て
く
る
。 

　

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
ん
な
恐
ろ

し
い
状
態
で
「
小
児
科
医
」
と
称　

し
つ
つ
、
エ
ッ
チ
ラ
オ
ッ
チ
ラ
診

療
を
し
て
い
た
。
救
い
の
神
と
な

っ
た
の
が
、
週
に
１
回
「
医
療
懇

談
会
」
と
名
を
つ
け
て
、
患
者
さ

ん
に
頼
ん
で
そ
の
近
所
の
患
者
さ

ん
を
集
め
て
も
ら
っ
て
、
小
児
科

医
と
医
療
生
協
の
専
務
の
二
人
が

出
て
行
っ
て
、
病
気
、
薬
、
予
防

接
種
の
話
を
し
た
り
、
質
問
に
答

え
た
り
す
る
会
を
１
０
０
回
ほ
ど

続
け
た
こ
と
だ
っ
た
。 

　

学
生
時
代
か
ら
地
域
活
動
を
し

て
い
た
関
係
で
、
患
者
さ
ん
の
家　

に
上
が
り
込
ん
で
話
を
す
る
こ
と

に
は
慣
れ
て
い
た
。
出
掛
け
て
行

く
と
周
り
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

診
察
室
よ
り
ず
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス　

し
て
話
が
進
む
。
親
し
み
が
湧
き
、

病
院
に
も
か
か
り
や
す
く
な
る
。　

こ
う
し
た
効
果
を
考
え
て
始
め
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
４
年
間

ほ
ど
ず
っ
と
続
け
た
後
、
そ
の
内

容
を
ま
と
め
て
、
全
国
の
医
療
生

協
の
集
ま
り
で
発
表
し
た
。
医
者

が
直
接
、
地
域
に
持
続
的
に
出
て　

行
っ
た
取
り
組
み
は
、
全
国
で
も

珍
し
く
、
大
き
く
注
目
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
仕
事
を
通
じ
て
、
医
学

部
を
卒
業
し
て
研
修
ら
し
い
研
修

を
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
私
自
身

の
小
児
科
医
と
し
て
の
技
量
も
上

が
っ
て
い
っ
た
。 

　

戸
塚
医
療
生
協
で
の
医
師
と
し

て
の
研
修
は
、
こ
ん
な
風
に
し　

て
、
診
療
に
地
域
活
動
を
加
え
て

ず
っ
と
立
体
的
な
も
の
に
な
っ
て　

い
た
。
は
じ
め
か
ら
計
画
的
に
考

え
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
地

域
活
動
が
得
意
な
医
師
の
特
性
を

活
か
し
、
そ
れ
を
文
章
化
し
て
全

国
に
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

信
も
つ
き
医
師
と
し
て
の
研
鑽
も

進
む
も
の
と
な
っ
た
。 

　

小
児
科
は
も
と
も
と
診
療
報
酬

が
低
く
、
努
力
が
認
め
ら
れ
に
く

い
科
で
あ
る
。
診
療
内
容
、
医
療

と
し
て
の
重
要
性
な
ど
を
的
確
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
の
診

療
の
成
果
を
常
に
自
覚
と
自
信
を

も
っ
て
正
確
に
把
握
し
、整
理
し
、

ま
と
め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。 
＝
続
く

２
０
２
５
年
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に

輝
い
た
現
代
の
椿
姫

横
浜
市
旭
区　

徐　

み
つ
子

　

２
０
２
５
年
第
９７
回
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
の
作
品
賞
が
シ
ョ
ー

ン
・
ベ
イ
カ
ー
監
督
の
『
ア
ノ

ー
ラ
』
だ
と
知
っ
た
時
は
、
映

画
の
あ
ら
す
じ
か
ら
か
三
十
年

前
に
映
画
館
で
観
た
『
愛
人
／

ラ
マ
ン
』
を
想
っ
た
。

　

そ
れ
は
同
じ
く
身
分
違
い
の

「
愛
人
契
約
」
に
よ
る
ロ
マ
ン

ス
を
描
い
た
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な

大
作
だ
っ
た
が
、
１
９
９
３
年

第
６５
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
は
無

縁
だ
っ
た
。

　

三
十
数
年
の
歳
月
が
藝
術
の

価
値
観
や
映
画
の
評
価
基
準
を

改
め
た
の
だ
ろ
う
か
？
実
際
に

シ ネ マ 考

『ANORA アノーラ』
ビターズ・エンド�ユニバーサル映画
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映
画
館
で『
ア
ノ
ー
ラ
』
を
鑑
賞

す
る
と
、
両
作
品
の
相
違
に
納

得
す
る
。

　

『
ア
ノ
ー
ラ
』
は
確
か
に
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
ム
ー
ビ
ー
で
は
あ

る
が
、
同
時
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
コ
メ
デ
ィ
ー
で
も
あ
る
。

　

映
画
『
愛
人
／
ラ
マ
ン
』
や

歌
劇
『
椿
姫
』
の
様
な
悲
恋
で

あ
っ
て
も
、
悲
壮
感
が
な
い
ば

か
り
か
強
か
に
生
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の

せ
い
か
ア
ダ
ル
ト
な
シ
ー
ン
も

全
く
官
能
的
で
は
な
い
の
だ
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
働
く
ス
ト
リ
ッ
プ
嬢
・
ア

ニ
ー
こ
と
ア
ノ
ー
ラ
が
店
（
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
）
で
ロ
シ
ア
の
大

富
豪
の
御
曹
司
・
イ
ヴ
ァ
ン
と

出
会
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
二

人
は
恋
に
落
ち
結
婚
す
る
が
、

息
子
の
結
婚
に
猛
反
対
す
る
イ

ヴ
ァ
ン
の
両
親
は
滑
稽
な
後
見

人
た
ち
を
駆
使
し
た
ド
タ
バ
タ

騒
ぎ
の
の
ち
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ
ェ
ッ
ト
で
ロ
シ
ア
か
ら
ア
メ

リ
カ
ま
で
乗
り
込
ん
で
く
る
…
。

　

ド
ラ
イ
で
賢
い
ヒ
ロ
イ
ン
、

ア
ノ
ー
ラ
を
威
勢
よ
く
演
じ
る

の
は
本
作
で
最
優
秀
主
演
女
優

賞
を
ゲ
ッ
ト
し
た
マ
イ
キ
ー
・

マ
デ
ィ
ソ
ン
。
不
美
人
と
思
わ

れ
る
が
不
思
議
な
魅
惑
力
の
持

ち
主
で
あ
る
。
東
洋
的
な
パ
ー

ツ
は
若
き
頃
の
樹
木
希
林
や
山

口
果
林
を
思
わ
せ
る
が
、
西
洋

的
に
は
『
椿
姫
』
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
マ
リ
・
デ
ュ
プ
レ
シ
の

肖
像
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

そ
の
可
憐
な
外
見
と
冷
め
た

表
情
と
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
並
み

の
演
技
、
こ
れ
ら
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
こ
の
映
画
を
よ
り
感
慨
深
い

も
の
に
し
た
こ
と
は
否
め
な
い

だ
ろ
う
。

　

コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
だ
け
あ
っ

て
、
笑
え
る
シ
ー
ン
も
エ
ロ
エ

ロ
な
シ
ー
ン
も
多
い
が
、
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
で
は
、
真
摯
に
真
面

目
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

愛
と
は
何
か
？
結
婚
と
は
何

か
？
幸
せ
と
は
何
か
？

「
ア
ノ
ー
ラ
」


